




Transformation of Towada as a Horse-breeding Region from the Late 1950s























































しかし，平成 26（2014）年 2 月 1 日現在，市内で飼養される馬は 160 頭であり，牛 11,873 頭（乳用
































用牛の飼養頭数は青森県内 7 位，肉用牛と豚の飼養頭数は青森県内で 1 位であり，肉用牛と豚は県









































　図 2 ～ 4 それぞれから読み取れる内容を以下に記す。
写真1　十和田市内の蒼前神社外観
平成 23 年 8 月 28 日筆者撮影
写真2　神社内に貼られた絵馬





②乳用牛は昭和 30 年代前半に大きく増加しているものの，昭和 40 年以降減少に転じている。
③肉用牛は昭和 30 年代まで微減傾向にあったものの，昭和 40 年代に増加し，昭和 50 年代には再
び減少に転じている。

















②子牛の出場頭数は昭和 40 年代前半に増加した。昭和 50 年代以降は増減を繰り返している。


















和 30 年代に乳用牛の飼養が盛んになったこと，そして，昭和 30 年代後半に馬の飼養が，昭和 40 年
以降は乳牛の飼養が衰退し，その後は豚と肉用牛の飼養が盛んになったことが明らかになった。
　上述したような家畜の飼養状況の変遷に応じて，十和田市の家畜飼養を 3 つの時期に区分する。




















木畜産農業協同組合　1974　28］あったという。一般馬の平均価格は昭和 6 年の 97 円を除き，150 円



































導入された（表 1）。昭和 33 年の時点で，十和田市内では 984 戸が 1,622 頭の乳用牛を飼養しており，
飼養戸数は十和田市内の農家の 34% にあたる［青森県経済部畜産課　1959　3］。昭和 30 年代前半は，













（頭） 278 14 428 58 1 193 0 5 977
全体（頭） 711 30 1,084 256 58 1,109 1 5 3,254













集約酪農地域指定直後の昭和 31 年は牛乳の需要増加により乳価が上昇したものの，昭和 32 ～ 33 年
には一転して生産過剰となり，乳価の値下げが複数回にわたり行われた。
うまくいっている うまくいってない わからない 計
十和田市（戸） 169 227 206 602
地域計（戸） 730 583 696 2,009
表2　乳用牛導入後の生活　『十和田集約酪農地域建設過程』［青森県経済部畜産課 1959］を参考に筆者作成
　乳用牛導入後の生活苦を受け，十和田市は酪農改善計画を樹立した。その結果，乳用牛の飼養頭













　昭和 30 年代後半に馬の飼養が，昭和 40 年代前半に乳用牛の飼養が減少に転じた一方で，三本木
市場における肉牛・豚の出荷頭数，十和田市内における豚の飼養は昭和 30 年代後半から，肉用牛の
飼養は昭和 40 年代から増加傾向にある。






















た［三本木畜産農協　1974　28］。昭和 34 年から開始された子豚市場は，当初 100 頭足らずであった





















　また，「広報とわだし」第 270 号（昭和 47（1972）年 2 月 1 日）には，公害に対するアンケート









































望者が殺到し，係員がうれしい悲鳴をあげています」（「広報とわだし」第 267 号　昭和 46 年 12 月
1 日）とあり，活況を呈していた様子がうかがえる。昭和 45（1970）年に始まった減反政策による
稲作主体の経営から稲作・畑作・畜産の複合経営への転換といった理由がある。複合経営の一分野
























































平成 25 年 6 月 15 日筆者撮影
【晴山集落の場合】
　晴山集落は十和田市の中心部から北西に約 4㎞離れた地点に位置する集落である。集落の中心に
は気比神社・桂水大明神という 2 つの神社がある（写真 6）。桂水大明神は集落の産土とされる神社
であり，気比神社は家畜を守護する神が祀られている神社である。集落はこの 2 つの神社を中心と
して南北に広がっている（図 8）。集落には，民家の他に戦前から商店が 1 軒，馬喰が 1 軒，削蹄や
蹄鉄を行う家が 1 軒あった。昭和 22（1889）年から昭和 48（1973）年までは晴山小学校があり，昭
和 41（1966）年には農協の倉庫が置かれていたことから，周辺の集落のなかでも大きな集落であっ
たといえる。
　総戸数は平成 27（2015）年現在で 68 戸である。本稿において着目する昭和 30 年代～ 50 年代は，
最も多い時期で 80 戸を数えたものの，徐々に減少し現在の数字に至る。集落の大部分は M と S の
2 つの姓で構成されており，M 姓は 2 軒の本家（地図中のベットウ家・M2 本家），S 姓は大本家と
本家が 1 軒ずつある。本家とその分家を中心としたシマキと呼ばれる同族団結合が形成されている。
神社を境にして北側に M 姓，南側に S 姓の家が多い。M 姓の本家 2 軒と S 姓の大本家の計 3 軒が
晴山集落の草分けの家とされており，桂水大明神の祠が建てられた場所に湧き水があったことから

















で乳用牛を飼養する家が 1 軒（図 8 の①），同
様の複合経営のなかで肉用牛の繁殖を行う家
が 3 軒（図 8 の②・④・⑤），肉用牛約 300 頭
を飼養する専業の畜産農家が 1 軒（図 8 の③。





































































































































































17 時 夕食の準備 帰宅
馬に給餌。搾乳
搾乳を手伝う
18 時 夕食 夕食 夕食





























































あったのは，昭和 30 年代～ 50 年代末ころであった。肉用牛・豚それぞれの飼養が増加した時期か
ら衰退までをみていく。
　豚は昭和 30 年ころには飼養する家があったが，盛んに行われたのは昭和 30 年代後半である。集






















































































































　昭和 25 年に行われた国営開墾事業により，現在の十和田市内で 44 町歩の開田が行われた。七郷
集落でも開田が行われ，1 戸あたり 5 反歩の開田が行われた。開田は馬と人力で行ったため，馬の
ない家では実家や知人から借りてきていた。当時の三本木町の耕作地の平均面積は，1 戸あたり 1

























養の最盛期は昭和 34（1959）年ころであり，飼養頭数は 23 頭，飼養戸数は 18 戸であった。飼養規





草，野草共に，年 2 回刈取り乾燥したものを，畜舎の 2 階に収納し，それをカッターで切り飼葉と
して与えていた。それに濃厚飼料や自家産の米糠や大豆などを混ぜ，冬期は更にサイレージやカブ
を裁断したものを与えていた」という。
　乳用牛の飼養は昭和 35 年を境に減少し，最盛期には 32 戸あった乳用牛飼養戸数は激減し，昭和

























































20 時 馬に給餌 就寝











　豚の飼養は入植当初から行われており，多くの家で 1 ～ 2 頭飼養されていた。豚は残飯を与える
だけで手間がかからなかったためである。一方，肉用牛の飼養はほとんど行われていなかった。昭
和 47 年の統計によると，豚の飼養の平均が 1 戸あたり 1 頭であるのに対し，役肉用牛は 13 戸で 1
頭となっている［七郷開拓三十五周年記念誌編集委員会　1982　19］。昭和 47 年当時の七郷集落の戸数
が 54 戸であったことから，集落内の肉用牛は 4 頭ほどであった。肉用牛の飼養が盛んにならなかっ
た理由として，稲作が盛んであったことや，兼業農家の増加などが挙げられる。



























































































































































































































































Transformation of Towada as a Horse-breeding Region from the Late 
1950s to the Early 1980s : Focused on the Changes of Livestock Breeding
KAMIGATA Chika
Many households used to raise domestic animals for farming, transport, and fertilizer production, 
but the number plunged due to the mechanization of agriculture and the spread of automobiles. What 
changes this sharp drop in livestock numbers brought to ranching regions? This paper focuses on 
Towada City in Aomori Prefecture as a case study to examine the changes in livestock breeding in 
ranching villages. Towada is located in a long-established horse breeding region where the livestock 
industry is still dominant. In this region with a cold climate that makes farming unprofitable, livestock, 
especially horses, used to be an important source of income for farmers. Horse breeding was a major 
livelihood, and horses were invaluable. Nowadays, however, only a few farmers breed horses. Instead, 
beef cattle and pigs have become popular as livestock in the city. How horse breeding was replaced 
by cattle and pig breeding? What factors influenced the choice of livestock to breed? In order to 
answer these two questions, this paper analyzes the actual situation of Towada from the late 1950s 
to the early 1980s, when the city went through a significant change in livestock ranching. Chapter 
2 examines statistics and municipal bulletins to draw a whole picture of transformation of livelihood 
breeding in Towada. It is aimed to identify exactly when horse breeding was replaced by beef cattle 
and pig breeding and why this shift occurred. Chapter 3 focuses on two communities with different 
characteristics, examining the changes in their livestock breeding. It is aimed to reveal how the 
livestock that used to be raised around the communities were monopolized by certain people in certain 
areas. Chapter 4 presents that laboriousness （how laborious it would be to raise the animal） and 
profitability （how profitable the animal would be） were important factors that influenced the choice of 
livestock to breed. Farmers developed a preference to less laborious and more profitable animals while 
they were raising their incomes from other than livestock by operating side businesses or expanding 
agricultural land.
Key words: Horse-breeding region, livestock, pollution, livestock market, laboriousness and 
profitability
